
燃焼機器のトラブル防止のために

ホームタンク洗浄のおすすめホームタンク洗浄のおすすめホームタンク洗浄のおすすめ

1. 作業予定日 お申し込みは

2. 洗浄料金１基

27年8月17日～8月31日

価格  7,020円（税込）
（ホームタンク内200ℓ以上500ℓ未満）

安全・簡単洗浄!! 高速洗浄機だから、
所要時間は１基あたり約30分。
灯油が入ったままで行います。

ＪＡあきた白神
サンピットのしろ
ハートパークふたつい
藤 里 給 油 所
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平成27年

8/31キャンペーン期間
Ⓒちょリス

組合員
特別金利
（1年もの）

定期貯金
（1年もの）
特別金利

年0.35%年0.35%年0.35%
（税引後0.278％）

年0.25%年0.25%年0.25%
（税引後0.199％）

詳細・お問い合わせは　各支店・出張所窓口まで

【試　　験】
　⑴第一次試験　　平成27年９月25日�
　⑵試 験 会 場　　ＪＡあきた白神本店（能代市富町２番３号）
【受付期間】〔大学・短大・専門学校・高校〕
　　　　　平成27年９月４日�～平成27年９月18日�
１　試験区分、受験資格及び採用予定人員及び職務の内容
　１）一般業務に従事する者
　　　大学、短期大学、専門学校、高等学校卒業（予定者含む）の者
　２）営農指導業務に従事する者
　　　大学、短期大学の農業系学部卒業（予定者含む）の者

　　ア　日　時

　　イ　場　所
　　　　ＪＡあきた白神本店（能代市富町２番３号）

　　　　（注）駐車場は各自、確保願います。
　　ウ　方　法
　　　　一般教養試験、適性検査、論（作）文試験

　　エ　試験合格者の発表
　　　　受験者全員に郵送にて通知いたします。

２　第二次試験
　第一次試験合格者について「面接試験」を行います。試験日は平成27
年10月23日�の予定で、詳細については第一次試験合格通知の際にお知
らせします。

３　申込方法
　①　受験申込書用紙の交付
　　　本店　企画管理部　総務課、各支店で交付します。
　②　受験受付

　　　９月４日�～９月18日�まで
　　　午前８時 30 分から午後５時まで（土、日、祝日を除く）
　　※本店　企画管理部　総務課へ直接持参するか郵送による。

　この場合、82円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（長形・３号）を
必ず同封してください。
　また、郵送の場合は平成27年９月18日�午後５時00分まで到着した
ものに限ります。

　③　提出書類
　　ア　受験申込書（３ヶ月以内撮影の縦 4.0㎝、横 3.0㎝の写真添付）
　　イ　履歴書
　　　※高校生（28年３月卒業予定者）は全国統一様式
　　ウ　卒業（見込み）証明書
　　エ　学業成績証明書（28年３月卒業予定者の場合）
　　　※受験申込書、履歴書は当組合で交付する用紙を使用すること。

　また、受験票用写真が１枚（申込書に貼った写真と同じもの）が必
要です。（合計２枚）申込手続が終了次第受験票を交付します。

４　その他
　試験結果や合否に関しては、受験者全員に郵送で通知いたしますので、
いかなる問合わせにも応じません。

試験区分 受験資格 採用予定人員年齢要件 その他要件

大　　学 平成２年４月２日から
平成６年４月１日まで生まれた者 大学を卒業又は卒業見込みの者

５名短期大学
（含修業年限２年以
上各種専門学校）

平成２年４月２日から
平成８年４月１日まで生まれた者

短期大学、専門学校（２年以上）
を卒業又は卒業見込みの者

高等学校卒
（含専攻科）

平成２年４月２日から
平成10年４月１日まで生まれた者 高等学校を卒業又は卒業見込みの者

平成27年９月25日�

受　付　時　間 午前８時30分～午前９時10分
教　養　試　験 午前９時20分～午前10時30分
適　正　検　査 午前10時50分～午前11時30分
論（作）文試験 午後12時30分～午後２時00分

試　験　区　分 出題分野
大学、短期大学、

専門学校、高等学校卒業
言語、数理、論理、一般常識または時事教養、英語な
どに関する一般知能

平成27年度 ＪＡあきた白神職員採用試験
受　験　案　内

【お詫び】
先月号（７月号）で誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
Ｐ９　農機具情報
（誤）定価　185,760円（税込）　（正）定価　215,760円
　　　　　　　⬇　　　　　　　　　　　　　　⬇
　　　　　　155,760 円（税込）　　　　　　　185,760 円（税込）
誠に申し訳ございませんでした。

魚座（2・19〜 3・20）　気分屋になりやすい傾向あり。約束をドタキャンする、といった行動は避けて。常に有言実行を徹底しましょう19
2015.8月号


